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(57)【要約】
【課題】簡易な構成で光利用効率を高めつつ、測色精度
を向上させることが可能な測色計を提供する。
【解決手段】測色計１は、積分球１１と、この積分球１
１の内面上の少なくとも一部分に設けられ、可撓性を有
する１または複数の面光源１２と、この面光源１２から
の発光光Ｌｅを基にして積分球１１により生成された後
に試料面（試料９の表面）で反射された拡散照明光Ｌｄ
（反射光Ｌｒ）を受光する受光器１４と、この受光器１
４において得られた受光データＤに基づいて所定の処理
を行うことにより、測色データを得る計測部１５とを備
えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　積分球と、
　前記積分球の内面上の少なくとも一部分に設けられ、可撓性を有する１または複数の面
光源と、
　前記面光源からの発光光を基にして前記積分球により生成された後に試料面で反射され
た拡散照明光を受光する受光器と、
　前記受光器において得られた受光データに基づいて所定の処理を行うことにより、測色
データを得る計測部と
　を備えた測色計。
【請求項２】
　前記積分球の内面上に、前記複数の面光源が部分的に配置されている
　請求項１に記載の測色計。
【請求項３】
　前記複数の面光源が、前記積分球の内面上で略等方的に配置されている
　請求項２に記載の測色計。
【請求項４】
　前記積分球の内面上の全領域に亘って、前記面光源が配置されている
　請求項１に記載の測色計。
【請求項５】
　前記面光源が複数の分割片を用いて構成されており、
　前記複数の分割片の組み立てによって前記面光源が球面状に成形されている
　請求項４に記載の測色計。
【請求項６】
　前記面光源の発光状態と非発光状態とを部分的に切り換えることで、前記測定部におい
て、前記試料面からの正反射光を含む測定と含まない測定とが切り換えられる
　請求項１ないし請求項５のいずれか１項に記載の測色計。
【請求項７】
　前記面光源が、有機ＥＬ素子を用いて構成されている
　請求項１ないし請求項６のいずれか１項に記載の測色計。
【請求項８】
　前記有機ＥＬ素子は、
　可撓性基板上に設けられた有機ＥＬ層と、
　前記有機ＥＬ層上に設けられた光拡散層と
　を有する請求項７に記載の測色計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、積分球を用いて得られる受光データに基づいて測色を行う測色計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、各種の色材（例えば、染色、印刷、塗料、食品等の色材）を扱う際には、客観的
な色情報の管理が重要視されてきた。すなわち、色は人間の眼が感ずる心理物理量として
表現される性質のものであるため、人によって対象となる色に対する感覚が異なるものと
なる。また、照明する光源によっても、色味が変わって見える。これらのことから、共通
の色の表現伝達手段として、色を数値化あるいは記号化する試みがなされてきた。
【０００３】
　このような客観的な色情報を測定する（測色を行う）ための装置として、従来より各種
の測色計が提案されている（例えば、特許文献１～３参照）。その中の一例として、光源
（ハロゲンランプ、キセノンフラッシュランプ、白色ＬＥＤ（Light Emitting Diode）等
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）からの光を、積分球を用いて試料に対してあらゆる方向から均等に照射し、試料面の法
線とのなす角が１０°以下の方向に反射される光を受光器で受光する、いわゆる拡散照明
０度受光の幾何条件からなる測色計が挙げられる。そして、この受光器で得られた受光デ
ータに基づいて処理を行い、例えばＸＹＺ表色系等の各種の表色系により表わされる測色
データ等を得るようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開昭６１－１１２９３０号公報
【特許文献２】特開２００３－６５８５１号公報
【特許文献３】特開２００５－１８９１２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、このような測色計では一般に、光源からの光の利用効率を向上（光の損失を
低減）させたり、測色精度を向上させることが求められている。また、装置構成を複雑化
させずに簡易な構成で実現させることも要求されている。したがって、簡易な構成で光利
用効率を高めつつ測色精度を向上させることを可能とする手法の提案が望まれる。
【０００６】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、簡易な構成で光利用効率
を高めつつ、測色精度を向上させることが可能な測色計を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の測色計は、積分球と、この積分球の内面上の少なくとも一部分に設けられ、可
撓性を有する１または複数の面光源と、この面光源からの発光光を基にして積分球により
生成された後に試料面で反射された拡散照明光を受光する受光器と、この受光器において
得られた受光データに基づいて所定の処理を行うことにより、測色データを得る計測部と
を備えたものである。
【０００８】
　本発明の測色計では、積分球内に光源（面光源）が配置されているため、例えば、積分
球の外部に光源を配置してこの光源からの光の一部を積分球内へ入射させる場合と比べ、
構成を複雑化させることなく、光源からの光の損失が抑えられる（望ましくは防止される
）。また、この面光源は可撓性を有しており積分球の内面上に配置されているため、例え
ば積分球の内部に点光源が配置されている場合とは異なり、光源の影が発生することに起
因して拡散照明光の強度分布にばらつきが生じる（強度分布の均一性が低下する）おそれ
がない。
【０００９】
　本発明の測色計では、積分球の内面上に、上記複数の面光源を部分的に配置することが
可能である。その場合、これら複数の面光源を、積分球の内面上で略等方的に配置するの
が望ましい。このようにした場合、拡散照明光における強度分布の均一性が向上するため
、測色精度が更に向上する。
【００１０】
　本発明の測色計では、積分球の内面上の全領域に亘って上記面光源を配置してもよい。
このようにした場合、積分球の内面上における光拡散反射の際の特性が、全領域で均一化
される。これにより、拡散照明光における強度分布の均一性が向上するため、測色精度が
更に向上する。また、この場合において、上記面光源を複数の分割片を用いて構成すると
共に、これら複数の分割片の組み立てによってこの面光源を球面状に成形するようにして
もよい。このようにした場合、例えば、面光源が３次元的に可撓性を示すのが困難な場合
であっても、この面光源を球面状に成形するのが容易となる。よって、更に簡易な構成で
実現可能となる。
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【００１１】
　本発明の測色計では、面光源の発光状態と非発光状態とを部分的に切り換えることで、
測定部において試料面からの正反射光を含む測定と含まない測定とを切り換えるようにし
てもよい。このようにした場合、例えば切り換え板およびその駆動部を設けずとも、試料
面からの正反射光を含む測定と含まない測定との切り換え機構を構築することが可能とな
る。
【００１２】
　本発明の測色計では、上記面光源を、有機ＥＬ素子を用いて構成することが可能である
。また、この場合において、上記有機ＥＬ素子が、可撓性基板上に設けられた有機ＥＬ層
と、この有機ＥＬ層上に設けられた光拡散層とを含むようにするのが望ましい。このよう
にした場合、有機ＥＬ素子からの発光光が、光拡散層で拡散された後に面光源から出射す
る。これにより、拡散照明光における強度分布の均一性が向上するため、測色精度が更に
向上する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の測色計によれば、積分球の内面上の少なくとも一部分に可撓性を有する面光源
を設けるようにしたので、構成を複雑化させずに、光源からの光の損失を抑えることがで
きると共に、光源の影の発生に起因した拡散照明光の強度分布のばらつきを防止すること
ができる。よって、簡易な構成で光利用効率を高めつつ、測色精度を向上させることが可
能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施の形態に係る測色計の概略構成例を表す模式図である。
【図２】図１に示した面光源の詳細構成例を表す模式断面図である。
【図３】変形例１に係る積分球の概略構成例を表す模式斜視図である。
【図４】変形例２に係る積分球の概略構成例を表す模式斜視図である。
【図５】変形例３に係る積分球の概略構成例を表す模式斜視図である。
【図６】図５に示した面光源の詳細構成例を表す模式図である。
【図７】図５に示した面光源の他の詳細構成例を表す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以
下の順序で行う。
１．実施の形態（積分球の内面上に１つの面光源が部分的に配置されている例）
２．変形例
　　　変形例１，２（積分球の内面上に複数の面光源が部分的に配置されている例）
　　　変形例３（積分球の内面上の全領域に亘って面光源が配置されている例）
３．その他の変形例
【００１６】
＜１．実施の形態＞
［構成］
　図１は、本発明の一実施の形態に係る測色計（測色計１）の概略構成例を模式的に表し
たものである。測色計１は、各種の色材（例えば、染色、印刷、塗料、食品等の色材）か
らなる試料（試験片）９について、後述する各種の表色系により表わされる測色データを
得る（測色を行う）ものである。この測色計１は、試料９をあらゆる方向から均等に照射
すると共に、図１中に示したように、試料９の表面（試料面）の法線とのなす角が８°の
方向に反射される光（反射光Ｌｒ）を受光して測定する、いわゆる「幾何条件ｃ」による
拡散照明０度受光方式（ＪＩＳ Ｚ ８７２２）を満たすものである。測色計１は、積分球
１１、面光源１２、レンズ１３、受光器１４、計測部１５および切り換え板１６を備えて
いる。
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【００１７】
　積分球１１は、３つの開口部Ｈ０，Ｈ１，Ｈ２を有する球面状体であり、後述する面光
源１２の配置領域を除き、その内面が拡散反射面Ｓｒとなっている。これにより詳細は後
述するが、面光源１２からの発光光Ｌｅが拡散反射面Ｓｒ上で拡散反射されることで、試
料９へ照射される拡散照明光Ｌｄが生成されるようになっている。この積分球１１の外部
における開口部Ｈ１付近には、図示しない試料ホルダによって試料９が固定配置されてい
る。つまり、この開口部Ｈ１を介して、試料９の表面（試料面）が積分球１１内へ露呈し
ている。一方、積分球１１の外部における開口部Ｈ２付近には、積分球１１の外部方向へ
向けて、後述するレンズ１３および受光器１４がこの順に配置されている。他方、積分球
１１の外部における開口部Ｈ０付近には、後述する切り換え板１６が配置されている。こ
のような積分球は、例えば、鋳物や樹脂等で成形されていると共に、その表面に光拡散反
射性を持たせるため、硫酸バリウム（ＢａＳＯ４）や酸化マグネシウム（ＭｇＯ）等によ
る塗装がなされている。
【００１８】
（面光源１２）
　面光源１２は、積分球１１の内面上の少なくとも一部分に配置されている光源である。
特に本実施の形態では、この積分球１１の内面上に、１つの面光源１２が部分的に配置さ
れている。この面光源１２は、可撓性（フレキシブル性）を有する薄膜状の光源であり、
積分球１１内で発光光Ｌｅを出射するようになっている。なお、このような面光源１２も
また、積分球１１の内面（拡散反射面Ｓｒ）と同様に、光拡散反射性を有するのが望まし
い。
【００１９】
　図２は、面光源１２の詳細構成例を断面図で模式的に表したものである。面光源１２は
、プラスチック基板等の可撓性基板（フレキシブル基板）１２０上に複数の層が積層され
てなる積層構造（多層膜構造）を有している。また、本実施の形態では、この面光源１２
は有機ＥＬ（Electro-Luminescence）素子を用いて構成されている。有機ＥＬ素子は、フ
レキシブルに加工が可能であると共に光拡散性が良好な、薄型の面状発光素子である。図
２に示した面光源１２では、具体的には、可撓性基板１２０上に有機ＥＬ層１２１および
光拡散層（拡散板）１２２がこの順に積層されている。つまり、有機ＥＬ層１２１の表面
側に光拡散層１２２が設けられている。これにより詳細は後述するが、面光源１２におけ
る光拡散性が向上するようになっている。
【００２０】
　レンズ１３は、その焦点を通る光が平行光のみである性質を利用して、反射光Ｌｒ（試
料９からの反射光）のみを受光するためのレンズである。この反射光Ｌｒは、前述した原
理にて生成された拡散照明光Ｌｄが試料９の表面（試料面）で反射されることにより得ら
れたものである。
【００２１】
　受光器１４は、積分球１１の開口部Ｈ１およびレンズ１３を介して入射した反射光Ｌｒ
（拡散照明光Ｌｄの試料面からの反射光）を受光するものであり、例えばＳｉ（シリコン
）フォトダイオード等を用いて構成されている。この受光器１４では、例えば、反射光Ｌ
ｒを波長領域ごとに分光して受光することが可能となっている。
【００２２】
　計測部１５は、受光器１４において得られた受光データＤに基づいて所定の処理を行う
ものである。これにより、例えばＸＹＺ表色系等の各種の表色系により表わされる測色デ
ータ等を得る（生成する）ことが可能となっている。
【００２３】
　切り換え板１６は、その表面が前述した積分球１１と同じ材料（反射材等）により構成
されており、積分球１１の内面の拡散反射面Ｓｒと同様の反射をすることが可能となって
いる。この切り換え板１６（開口部Ｈ０）は、試料面の法線を基準として受光器１４側（
開口部Ｈ２）と対称となる位置に配置されている。切り換え板１６はまた、図示しない駆
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動部による駆動に従って、例えば図１中の矢印Ｐ０で示したように変位することが可能に
構成されている。これにより、測定部１５における試料面からの正反射光を含む測定（測
色動作）と含まない測定とが、この切り換え板１６の位置に応じて切り換え可能となって
いる。つまり、切り換え板１６と図示しない駆動部とによって、試料面からの正反射光を
含む測定と含まない測定との切り換え機構が構成されている。具体的には、切り換え板１
６が図１中の実線で示した位置に設定された場合（開口部Ｈ０が外部に対して閉じた状態
のとき）には、測定部１５において試料面からの正反射光を含んだ測定が行われる。一方
、切り換え板１６が図１中の破線で示した位置に設定された場合（開口部Ｈ０が外部に対
して開いた状態のとき）には、測定部１５において試料面からの正反射光を含まない測定
が行われるようになっている。
【００２４】
［作用・効果］
（基本動作）
　この測色計１では、面光源１２から出射された発光光Ｌｅが、積分球１１の内面（拡散
反射面Ｓｒ）上で拡散反射されることにより、拡散照明光Ｌｄが生成される。この拡散照
明光Ｌｄは、積分球１１の開口部Ｈ１を介して試料９の表面（試料面）へ照射され、この
試料面上で反射されることで、反射光Ｌｒが得られる。この反射光Ｌｒは、開口部Ｈ２を
介して積分球１１の外部へ出射され、レンズ１３を介して受光器１４において受光される
。そして計測部１５では、受光器１４において得られた受光データＤに基づいて所定の処
理を行うことにより、各種の表色系により表わされる測色データ等を得る。このようにし
て、試料９についての測色動作が測色計１にて行われる。なお、このとき、切り換え板１
６の位置に応じて、前述したように、測定部１５において試料面からの正反射光を含む測
定（測色動作）と含まない測定とが、切り換え可能に制御される。
【００２５】
（比較例）
　ところで、一般的な測色計（比較例に係る測色計）では、積分球の外部に光源（ハロゲ
ンランプ、キセノンフラッシュランプ、白色ＬＥＤ等）が配置されている。そして、この
外部光源からの発光光の一部を積分球内へ入射させている。
【００２６】
　このため、この外部光源からの発光光に損失が発生し、発光光の利用効率が低下してし
まうおそれがある。また、このような発光光の損失を抑えようとすると、例えば積分球の
外部に光源を含むランプハウスを設けたり、外部光源からの発光光を積分球内へ導くため
の複雑な光学系を構築したりする必要が生じ、装置構成が複雑化してしまうおそれがある
。
【００２７】
　そこで、例えば、積分球の内部に光源（上記した各種のランプ等の点光源）を配置した
場合、その光源自体の体積が大きいことから、積分球内で光源の影が発生する。このよう
な光源の影が発生すると、それに起因して、試料へ照射される拡散照明光の強度分布に、
ばらつきが生じる（強度分布の均一性が低下する）おそれがある。そのような強度分布の
ばらつきは、測色精度の低下を招くおそれがある。
【００２８】
（面光源１２の作用）
　これに対して本実施の形態の測色計１では、図１および図２に示したように、積分球１
１の内部に光源（面光源１２）が配置されている。これにより、上記比較例と比べ、装置
構成を複雑化させることなく、面光源１２からの発光光Ｌｅの損失が抑えられる（望まし
くは防止される）。具体的には、本実施の形態では上記比較例とは異なり、例えば積分球
の外部に光源を含むランプハウスを設けたり、外部光源からの発光光を積分球内へ導くた
めの複雑な光学系を構築したりする必要がない。また、本実施の形態では、面光源１２か
らの発光光Ｌｅの殆ど全てが積分球１１内での拡散反射に利用されるため、発光光Ｌｅの
損失がほとんど生じない（望ましくは生じない）。
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【００２９】
　また、この測色計１では、図１および図２に示したように、このような面光源１２が可
撓性を有しており、積分球１１の内面上に配置されている。これにより、例えば上記した
ように、積分球の内部に点光源を配置した場合とは異なり、光源の影が発生することがな
い。したがって、そのような場合とは異なり、このような光源の影に起因して、拡散照明
光Ｌｅの強度分布にばらつきが生じる（強度分布の均一性が低下する）おそれがない。
【００３０】
　以上のように本実施の形態では、積分球１１の内面上の少なくとも一部分に可撓性を有
する面光源１２を設けるようにしたので、装置構成を複雑化させずに、この面光源１２か
らの発光光Ｌｅの損失を抑えることができると共に、光源の影の発生に起因した拡散照明
光Ｌｄの強度分布のばらつきを防止することができる。よって、簡易な構成で光利用効率
を高めつつ、測色精度を向上させることが可能となる。
【００３１】
　また、装置構成が簡易なものとなるため、部品点数の削減を図ることができると共に、
装置の小型化を実現することも可能となる。更に、積分球１１の内面上に凹凸を生じさせ
ることなく、光源（面光源１２）を配置することが可能となる。
【００３２】
　加えて、面光源１２を有機ＥＬ素子を用いて構成すると共に、その表面側（有機ＥＬ層
１２１上）に光拡散層１２２を設けるようにしたので、この有機ＥＬ素子からの発光光Ｌ
ｅが、光拡散層１２２で拡散された後に面光源１２から出射するようになる。よって、拡
散照明光Ｌｄにおける強度分布の均一性を高め、測色精度を更に向上させることが可能と
なる。つまり、前述したように、有機ＥＬ素子自体も光拡散性が良好ではあるが、この光
拡散層１２２を設けることで、その光拡散性を更に向上させることが可能となる。
【００３３】
　また、例えば、このような面光源１２を、積分球１１における開口部Ｈ０の形成領域を
含む位置に設けるようにした場合には、以下の効果を得ることも可能となる。すなわち、
この開口部Ｈ０や前述した切り換え板１６および図示しない駆動部を設けずとも、試料面
からの正反射光を含む測定と含まない測定との切り換え機構を構築することが可能となる
。具体的には、面光源１２の発光動作を制御する発光動作制御部（図示せず）によって、
この面光源１２の開口部Ｈ０に相当する部分の発光状態と非発光（消灯）状態とを部分的
に切り換えることで、測定部１５において試料面からの正反射光を含む測定と含まない測
定とを切り換えることができる。つまり、面光源１２の開口部Ｈ０に相当する部分が発光
状態に設定された場合には、測定部１５において試料面からの正反射光を含んだ測定が行
われる。一方、面光源１２の開口部Ｈ０に相当する部分が非発光状態に設定された場合に
は、測定部１５において試料面からの正反射光を含まない測定が行われることとなる。
【００３４】
＜２．変形例＞
　続いて、上記実施の形態の変形例（変形例１～３）について説明する。なお、実施の形
態における構成要素と同一のものには同一の符号を付し、適宜説明を省略する。また、以
下の変形例１～３においても、実施の形態と同様に、切り換え板１６を用いた切り換え機
構の場合と、面光源１２を用いた切り換え機構の場合との双方が想定されるため、以下で
は開口部Ｈ０および切り換え板１６に関連する箇所についての図示は省略する。
【００３５】
［変形例１，２］
　図３は、変形例１に係る測色計における積分球（積分球１１Ａ）の概略構成例を、模式
的に斜視図で表わしたものである。この変形例１に係る積分球１１Ａでは、上記実施の形
態の積分球１１とは異なり、積分球１１Ａの内面上に、複数の面光源１２が部分的に配置
されている。また、これら複数の面光源１２は、積分球１１Ａの内面上で略等方的（望ま
しくは等方的）に配置されている。具体的には、この例では、矩形状の複数の面光源１２
が、積分球１１Ａの内面上でマトリクス状に配置されている。
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【００３６】
　図４は、変形例２に係る測色計における積分球（積分球１１Ｂ）の概略構成例を、模式
的に斜視図で表わしたものである。この変形例２に係る積分球１１Ｂにおいても、上記実
施の形態の積分球１１とは異なり、積分球１１Ｂの内面上に、複数の面光源１２が部分的
に配置されている。また、これら複数の面光源１２は、積分球１１Ｂの内面上で略等方的
（望ましくは等方的）に配置されている。具体的には、この例では、帯状の複数の面光源
１２が、積分球１１Ｂの内面上で所定の間隔を空けて並んで配置されている。
【００３７】
　このような構成の変形例１，２においても、基本的には上記実施の形態と同様の作用に
より、同様の効果を得ることが可能である。
【００３８】
　また、特にこれらの変形例１，２では、複数の面光源１２を積分球１１Ａ，１１Ｂの内
面上で略等方的（等方的）に部分配置するようにしたので、以下の効果を得ることが可能
である。すなわち、拡散照明光Ｌｄにおける強度分布の均一性を高め、測色精度を更に向
上させることが可能となる。
【００３９】
［変形例３］
　図５は、変形例３に係る測色計における積分球（積分球１１Ｃ）の概略構成例を、模式
的に斜視図で表わしたものである。この変形例３に係る積分球１１Ｃでは、これまでに説
明した積分球１１，１１Ａ，１１Ｂとは異なり、積分球１１Ｃの内面上の全領域に亘って
面光源１２が配置されている。したがって、本変形例の面光源１２は球面状となっている
。
【００４０】
　ここで、有機ＥＬ素子では一般に、３次元的な可撓性を示すようにするのが比較的難し
いと言われている。このため、前述したように、有機ＥＬ素子を用いて面光源１２を構成
する場合、本変形例では、例えば以下のような手法を用いて面光源１２が球面状をなすよ
うにするのが望ましい。
【００４１】
　図６および図７はそれぞれ、このような積分球１１Ｃにおける面光源１２の詳細構成例
（積分球１１Ｃの組み立て手法の例）を、模式的に表したものである。
【００４２】
　図６（Ａ）～（Ｃ）に示した例では、まず図６（Ａ）に示したように、複数の分割片１
２ａを用いて面光源１２を構成する。具体的には、この例の面光源１２では、Ｙ軸方向を
長軸方向とすると共にＸ軸方向を短軸方向とする船状からなる複数の分割片１２ａが、Ｘ
軸方向に沿って互いに接続されて並んで配置されている。なお、各分割片１２ａにおける
Ｙ軸方向の一端が切り欠き形状となっているのは、積分球１１Ｃにおける開口部Ｈ１に対
応する開口部Ｈ３（図６（Ｂ）参照）を形成するためである。また、この面光源１２の一
部分には、開口部Ｈ２に対応する開口部Ｈ４が形成されている。次いで、矢印Ｐ１で示し
たように、このような形状の複数の分割片１２ａ同士を立体的に組み立てることで、図６
（Ｂ）に示したように、面光源１２が全体として球面状（詳細には、上記した開口部Ｈ３
，Ｈ４を有する略球面状）に成形されるようにする。つまり、この例では、地球儀におけ
る展開図と同様の組み立て手法を用いて、面光源１２を球面状に成形する。そして、矢印
Ｐ２，Ｐ３および図６（Ｃ）に示したように、このようにして得られた球面状の面光源１
２を、対向する一対の半球面状部材１１１，１１２からなる積分球基体１１０（積分球１
１Ｃの基体）の内面上に取り付ける（貼り付ける）ことで、図５に示した積分球１１Ｃを
得ることができる。
【００４３】
　一方、図７（Ａ）～（Ｃ）に示した例では、まず図７（Ａ）に示したように、複数の分
割片１２ｂを用いて面光源１２を構成する。具体的には、この例の面光源１２では、その
中心付近からそれぞれ放射状に延びる花弁状の複数の分割片１２ｂが、この中心付近で互
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いに接続されて配置されている。なお、各分割片１２ｂの先端が切り欠き形状となってい
るのは、図６（Ａ）～（Ｃ）の場合と同様に、積分球１１Ｃにおける開口部Ｈ１に対応す
る開口部Ｈ３（図７（Ｂ）参照）を形成するためである。また、この例においても、面光
源１２の一部分には、開口部Ｈ２に対応する開口部Ｈ４が形成されている。次いで、矢印
Ｐ１で示したように、このような形状の複数の分割片１２ｂ同士を立体的に組み立てるこ
とで、図７（Ｂ）に示したように、面光源１２が全体として球面状（略球面状）に成形さ
れるようにする。つまり、この例では、蜜柑の皮むきの際と逆の組み立て手法を用いて、
面光源１２を球面状に成形する。そして、矢印Ｐ２，Ｐ３および図７（Ｃ）に示したよう
に、このようにして得られた球面状の面光源１２を、図６（Ｃ）の場合と同様にして、積
分球基体１１０の内面上に取り付けることで、図５に示した積分球１１Ｃを得ることがで
きる。
【００４４】
　このような構成の変形例３においても、基本的には上記実施の形態と同様の作用により
、同様の効果を得ることが可能である。
【００４５】
　また、特にこの変形例３では、積分球１１Ｃの内面上の全領域に亘って面光源１２を配
置するようにしたので、以下の効果を得ることが可能である。すなわち、積分球１１Ｃの
内面上における光拡散反射の際の特性を、全領域で均一化することができる。よって、拡
散照明光Ｌｄにおける強度分布の均一性を高め、測色精度を更に向上させることが可能と
なる。
【００４６】
　更に、面光源１２を複数の分割片（分割片１２ａまたは分割片１２ｂ等）を用いて構成
すると共に、これら複数の分割片の組み立てによって面光源１２を球面状に成形するよう
にした場合には、以下の効果を得ることも可能である。すなわち、例えば、面光源１２が
３次元的に可撓性を示すのが困難な場合であっても、この面光源１２を球面状に成形する
のが容易となる。よって、更に簡易な構成で積分球１１Ｃを実現することが可能となる。
【００４７】
＜３．その他の変形例＞
　以上、実施の形態および変形例を挙げて本発明を説明したが、本発明はこれらの実施の
形態等に限定されず、種々の変形が可能である。
【００４８】
　例えば、測色計における各部材の形状や配置位置、個数、材料等は、上記実施の形態等
において説明したものには限られず、他の形状や配置位置、個数、材料等としてもよい。
具体的には、例えば、有機ＥＬ素子において、有機ＥＬ層上（表面側）に光拡散層を設け
ないようにしてもよい。
【００４９】
　また、測色計内に設けられた各部材については、上記実施の形態等において説明したも
のには限られず、他の部材に代えたり、他の部材を加えたりするようにしてもよい。具体
的には、例えば、測色データを得るための受光データＤを出力する受光器１４に加え、こ
の受光データＤの値を補償するための受光器（補償用の受光器）を別途設けるようにして
もよい。
【００５０】
　更に、上記実施の形態等では、可撓性を有する発光素子を用いた面光源の一例として、
有機ＥＬ素子を用いた面光源を挙げて説明したが、これには限られない。すなわち、本発
明の測色計では、このような有機ＥＬ素子以外の他の発光素子（可撓性を有する薄膜状の
発光素子）を用いて、可撓性を有する面光源を構成するようにしてもよい。
【００５１】
　加えて、上記実施の形態等で説明した一連の処理（計測部１５における所定の処理等）
は、ハードウェア（回路）で行われるようにしてもよいし、ソフトウェア（プログラム）
で行われるようにしてもよい。ソフトウェアで行われるようにした場合、そのソフトウェ
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アは、上記した各機能をコンピュータ（マイクロコンピュータ等）により実行させるため
のプログラム群で構成される。各プログラムは、例えば、上記コンピュータに予め組み込
まれて用いられてもよいし、ネットワークや記録媒体から上記コンピュータにインストー
ルして用いられてもよい。
【００５２】
　また、上記実施の形態等では、いわゆる「幾何条件ｃ」に則った測色計を例に挙げて説
明したが、これには限られず、本発明は、例えばいわゆる「幾何条件ｄ」に則った測色計
にも適用することが可能である。なお、この「幾何条件ｄ」は、０度照明拡散受光の条件
であり、光源からの光を試料面の法線に対して１０°以下の方向から照射すると共に、反
射された光を積分球内で拡散させ、受光器で受光する方式のことである。
【符号の説明】
【００５３】
　１…測色計、１１，１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃ…積分球、１１０…積分球基体、１１１，
１１２…半球面状部材、１２…面光源、１２ａ，１２ｂ…分割片、１２０…可撓性基板、
１２１…有機ＥＬ層、１２２…光拡散層、１３…レンズ、１４…受光器、１５…計測部、
１６…切り換え板、９…試料、Ｈ０，Ｈ１，Ｈ２，Ｈ３，Ｈ４…開口部、Ｓｒ…拡散反射
面、Ｌｅ…発光光、Ｌｄ…拡散照明光、Ｌｒ…反射光、Ｄ…受光データ。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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